
◎
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借
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す
る
法
律

（
平
成
一
九
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二
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二
一
日
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律
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一
三
二
号
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衆
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
一
九
年
一
二
月
一
一
日
・
衆
議
院
本
会
議
）

○
下
村
博
文
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
提
案
の
趣
旨
及
び
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

現
行
の
借
地
借
家
法
で
は
、
更
新
等
が
な
く
契
約
上
の
存
続
期
間
が
経

過
す
れ
ば
確
定
的
に
終
了
す
る
事
業
用
の
定
期
借
地
権
は
、
存
続
期
間
十

年
以
上
二
十
年
以
下
の
間
で
し
か
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
建
物
の
減
価
償
却
期
間
は
二
十
年
を
超
え
る
も
の
が

多
く
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
用
の
定
期
借
地
権
の
利
用
例
も
上
限
の
二
十
年

に
集
中
し
、
各
方
面
か
ら
も
事
業
用
の
定
期
借
地
権
に
つ
い
て
償
却
期
間

に
応
じ
た
存
続
期
間
の
設
定
を
可
能
と
す
る
よ
う
見
直
し
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
案
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
は
、
専
ら
事
業
の
用
に
供
す
る
建
物
の
所
有
を
目
的
と
し
て
借
地
権

を
設
定
す
る
場
合
に
、
そ
の
存
続
期
間
を
十
年
以
上
五
十
年
未
満
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
案
の
趣
旨
及
び
内
容
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
十
二
月
七
日
の
法
務
委
員
会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
委
員
会
提
出
の
法
律
案
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
参
議
院
法
務
委
員
長
報
告（
平
成
一
九
年
一
二
月
一
四
日
）

○
木
庭
健
太
郎
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
法
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
衆
議
院
法
務
委
員
長
提
出
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う
土
地
の
利
用
形
態
の

多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
事
業
用
建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
定
期
借

地
権
の
存
続
期
間
の
上
限
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
衆
議
院
法
務
委
員
長
下
村
博
文
君
よ
り
趣

旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の

仁
比
委
員
よ
り
本
法
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（
注
）
衆
議
院
に
お
い
て
は
、
委
員
会
の
審
査
は
省
略
さ
れ
た
。
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